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 要 旨   
目的： 
中等度のアルコール摂取は，循環器疾患リスクと死亡率の減少に関係していることが知

られている。しかし長期間のアルコール摂取が中心性肥満と循環器疾患の罹患率を上昇さ

せるかもしれないという報告が少しなされている。そこで本研究では，田舎の韓国人男性

における飲酒量と栄養摂取量，メタボリックシンドロームの関係を検討した。 
方法： 

Korean Rural Genomic Cohort(KRGC) study のデータを用い，横断研究をおこなった。

多重ロジスティック回帰分析を用いてアルコール摂取量(非飲酒，0-16g/日，16-40g/日，40g
以上/日)別にメタボリックシンドローム罹患のオッズ比を求めた。 
結果： 
年齢，総摂取エネルギー量，喫煙，身体活動で調整したメタボリックシンドローム罹患

の非飲酒者に対するオッズ比は，最もアルコール摂取量が多い第五・五分位で有意に高か

った(オッズ比 1.33，信頼区間 1.11–1.59)。またエネルギー摂取量 1700kcal 以上のオッズ

比も同様に第五・五分位が有意に高かった。しかし，エネルギー摂取量 1700kcal 未満では

有意な差はなかった。腹囲，血圧，血清中性脂肪の値は，アルコール摂取量が最も多い第

五・五分位で非飲酒者と比べて有意に高かった。 
結論： 
以上の結果より，多量飲酒者はメタボリックシンドロームに関連し，特にエネルギーの

過剰摂取は，修正し得るメタボリックシンドロームの危険因子かもしれないことが示唆さ

れた。 
 

 




